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SDGs で共に創る　持続可能な行方

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

市
長　

ま
ず
重
視
す
る
の
は
環
境
で

す
。
行
方
市
は
霞
ケ
浦
・
北
浦
と
い
う

全
国
有
数
の
湖
を
有
し
、
ま
た
、
農
業

が
盛
ん
な
の
で
、
水
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
目
標

６
）、気
候
変
動
（
目
標
13
）、食
料
（
目

標
２
）
等
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
環
境

は
地
域
社
会
の
持
続
性
に
は
不
可
欠
で

す
。

　
加
え
て
、
教
育
（
目
標
４
）
つ
ま
り

持
続
可
能
な
地
域
の
担
い
手
が
基
礎
学

力
を
身
に
着
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

行
方
市
に
は
麻
生
高
校
お
よ
び
玉
造
工

業
高
校
が
あ
り
、
将
来
の
市
の
行
政
の

担
い
手
や
地
域
人
材
の
育
成
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
農
業
に
お
い
て
も
教
育
は
不

可
欠
で
す
。
農
学
は
も
と
よ
り
、
気
候

変
動
に
強
い
農
業
に
は
環
境
学
、
農
産

物
の
流
通
販
売
に
は
経
済
学
の
素
養
が

必
要
で
す
。

　
よ
っ
て
、
親
の
収
入
格
差
が
子
ど
も

の
教
育
格
差
に
つ
な
が
る
こ
と
は
好
ま

し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
負
の
連

鎖
を
断
ち
切
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

※�

次
号
以
降
、
鈴
木
市
長
と
の
対
談
の

続
編
を
掲
載
予
定
で
す
。

第
44
回

対
談
・
鈴
木
周
也
市
長
―
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
思
い

行
方
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
茨
城
大
学
教
授　
野
田 

真
里

り
が
重
要
で
す
。
私
は
大
学
で
農
学
を

学
び
、
Ｊ
Ａ
（
農
業
協
同
組
合
）
で
働

い
て
い
た
経
験
等
か
ら
、
食
糧
問
題
に

関
心
が
あ
り
ま
し
た
。農
産
物
の
生
産・

流
通
・
消
費
の
過
程
で
、
食
品
ロ
ス
や

水
、
二
酸
化
炭
素
排
出
に
か
か
る
問
題

等
が
生
じ
ま
す
。

　
ま
た
、
県
内
の
他
の
地
域
で
人
口
減

少
等
に
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
持
続
不

能
に
な
る
現
状
を
目
の
当
た
り
に
し
、

行
方
市
も
い
ず
れ
同
様
の
課
題
に
直
面

す
る
と
実
感
し
ま
し
た
。
国
連
が
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
政
府
も
取
り

組
ん
で
い
る
中
で
、自
治
体
と
し
て
も
、

地
域
課
題
の
解
決
と
親
和
性
の
高
い
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む
こ
と
は
当
然
と
考

え
て
い
ま
す
。

◆
環
境
と
教
育
を
行
方
市
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

で
重
視

野
田　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
各
自
治
体
の
現
状

に
応
じ
た
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
。
鈴
木
市
長
が
特
に
行
方
市
で
重
視

し
て
い
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
や
考
え
方

◆
新
企
画
・
行
方
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
を
ご
紹
介

　
市
民
の
皆
さ
ま
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
身

近
な
ご
理
解
の
一
助
と
し
て
、
行
方
市

で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む
キ
ー
パ
ー
ソ

ン
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
新
企
画

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
初
回
は
、
鈴
木

周
也
市
長
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
思
い
に
つ

い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

◆
地
産
地
消
の
自
律
性
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

野
田　
鈴
木
市
長
よ
り
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
拝
命
し
、
持
続
可
能

な
行
方
を
共
に
創
る
お
手
伝
い
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
改
め
て
で
す

が
、
鈴
木
市
長
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
ご
関
心

を
持
た
れ
、
市
政
で
活
用
し
よ
う
と
思

わ
れ
た
経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

市
長　
大
量
生
産
・
大
量
消
費
社
会
は

も
は
や
限
界
だ
と
思
い
ま
す
。
持
続
可

能
な
地
域
社
会
の
未
来
に
む
け
て
は
、

地
産
地
消
や
自
律
性
の
あ
る
ま
ち
づ
く

令
和
６
年
度
行
方
市

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
委
嘱

　
市
で
は
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
理
念
に
沿
っ
た
市
政
方
針
を
表
明
し

て
お
り
、
そ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
市
の
地

域
特
性
に
あ
っ
た
取
り
組
み
を
推
進

し
て
い
く
に
あ
た
り
、
専
門
的
見
地
か

ら
必
要
な
意
見
や
助
言
を
い
た
だ
く
た

め
、
茨
城
大
学
野
田
真
里
教
授
に
令
和

元
年
10
月
か
ら
引
き
続
き
、
行
方
市
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
就
任
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。


